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令和３年度 学校評価（自己評価） 認定こども園 星 が 丘 幼 稚 園

在職記入者 ２２名 平均勤続年数 ６年３ヶ月

☆ 今年度の本園教育活動における評価。
＜５大変良い ４良い ３普通 ２不十分 １悪い ＞

No 項 目 評 価 評価の補足・反省・今後に向けて等（記述）

１ 日頃より、本園の教 ・教育目標を意識して、クラス目標を掲げ、活動計画を立て
育目標を唱え、意識 ５ ４ ３ ２ １ た。そして、日々の取り組みで実践した。その成果がクラ
を持って、教育活動 スの園児の成長に繋がっていると感じる。
に取り組めたか。 ・教育目標に対する意識は持って、園児と関わっているが、

日々唱える事が出来ていなかった。
・以前行っていた『朝礼』を行わなくなり、更に、コロナ禍
の為、声に出して唱える事は出来なかったが、職員室やホ
ールや教室に、掲示してある『教育目標』を目で見る事で、
意識をし、取り組んだ。

・教育目標を唱える機会はあまり無かったが、３つの目標を
意識して、教育活動を取り組む事が出来た。

・特に『挨拶』に着目し、子ども達への指導を実践してきた。
日々の積み重ねを心掛けた事が実を結んだのか、子ども達
は次第に大きな声で、自信をもって挨拶をする様子が見ら
れてきた。

・園児や、保護者の方々が日頃から気持ち良く過ごせるよう
に、また事務の仕事が滞ることなく円滑に進むように努力
しました。

・教育目標を唱える事はできなかったが、本園の職員として
の意識を持って、教育活動に助力をした。

２ 年間の教育計画に従 ・立案した教育計画に従って進める様に努めたが、休園や欠
い、実践・反省・新 ５ ４ ３ ２ １ 席が多い等の状況により、行えない部分もあった。園児の
たな計画に繋げられ 様子に応じて、計画を改善しながら、進めてきた。
たか。 ・それぞれの学年の月案を確認し、可能な限り、一緒に指導

出来る様、努めた。事前の打ち合せ、実践、反省の時間も
取り、気付いた事は伝える様に心掛けた。

・年度途中から、満 3 歳児クラスが増え、担任として指導す
る事になったが、既存の満 3 歳児クラスとの連携を十分取
れなかった事が大きな反省である。

・１月からの新クラスではあったが、『満３歳児』としての
基本的生活習慣に重点をおいた指導は出来た。

・実践した後、反省点をまとめる様に心掛けた。
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・前年度の行事反省を活かし教育活動にプラスの計画・取り
組みが出来るように心掛けた。全ての行事で感染症対策を
して行えるようにしてきたが、今後もより一層意識をして
日々活動を考えていく必要がある。

・教育計画、月案を意識しながら日常の保育を行った。休園
や分散登園もあり、内容を変える事もあった為、臨機応変
に保育内容を変更する事もあった。

・反省点はすぐに改善するよう考えて実行することが出来
た。

・年度始めに計画を立ててきたが、私自身が計画を達成出来
た部分と出来なかった部分が分かれてしまった。計画（目
標）を達成出来なかった部分に関しては、反省として、今
後に活かしていきたい。

・個人記録・クラスの様子を記録し反省・改善点を出し次に
繋げられる様に心掛けた。

・年間のスケジュールや、イベント等に向けて日々準備をし、
当日スムーズに行動できるようにしました。

・おおむね年間計画に沿って活動したが、状況によって新た
に計画した活動もあった。

・コロナ禍の影響で年間行事などの予定通り進まなかった。
そんな中でも滞りなく活動・イベント等を行える様に励ん
だが、もっと良い方法も模索しなければと思う。

・園バス運行、園内営繕、動物飼育等について、
年間の計画に従い行動しました。

３ 園児及び保護者との ・日頃の様子を出来るだけ具体的に伝え、園での関わり方、
信頼を深め、園児の ５ ４ ３ ２ １ お家で行って頂きたい事を共有しながら、お友だちの成長
指導・課題克服に取 に繋がる関わりをしてきた。課題がある児も出来る事が増
り組めたか。 えてきた。

・クラスの園児だけでなく多くの園児から「幼稚園大好き。」
「幼稚園楽しい。」「先生、大好き。」の言葉がそのものだ
と感じている。

・クラス関係なく、園児に対しても、保護者に対しても耳の
痛い事もその都度、伝える様に心掛けた。こちらが真剣に
向き合っているという姿を見せる事で、園児、保護者にも
理解して頂く事が出来たと思う。

・徒歩通園は勿論、バス通園家庭には、毎日というのは難し
いが、電話連絡を心掛けた。まだ不十分だったところもあ
った。私自身のコミュニケーション不足を感じた。また
園児指導に関しても、個別については足りない部分がある
と思った。

・担当クラスだけでなく、他クラスの園児の良いところを見
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つけた時には、保護者に直接伝える様、心掛けた
・家庭に課題を伝え、家庭での取り組みの成果があった時に
は、「お家でも取り組んで下さったので○○出来る様にな
りました」と言うことを伝えるよう、心掛けた。

・保護者の方と接する時には、相手の知りたいことや、分か
らない点を 丁寧にわかりやすく伝える努力をしました。

・園児や保護者と顔を合わせる際は、いつも笑顔で明るく挨
拶し、不明点がある時は周りの事務や先生方に聞いて解決
することで保護者ともスムーズに会話できるようにしまし
た。

・担任する園児一人ひとりの個性を踏まえ、課題を考え指導
に当たった。園児からの信頼は得られたと感じている。一
人ひとりの良い面、課題については保護者との共有に努め
た。

・相談・問い合わせやお叱りの電話やを担任と友に共有して
保護者の方に経緯や説明やアドバイスを行うようにしてき
たまた、こちらから積極的な声がけを意識し、本園への信
頼を得られるように考え行動した。その成果は、良い場合
もあれば、なかなかこちらの思いが届かない場合もあった。

・知り得た情報や支援指導も、記録して経過やその後の指導
に役立てるようにしたり、担任・担当に対しても、その後
のアドバイスや指導を心掛けた。

・園バス運行時、園児の安全、保護者との挨拶・コミュニケ
ーションを大事に行動しました。

４ 園内の衛生管理や園 ・新型コロナウイルス感染拡大防止に対する意識を教職員皆
児の食育指導に取り ５ ４ ３ ２ １ が高め、園内の消毒、日々の手指の消毒、食事時の配膳の
組み、成果が見られ 仕方、服装等を意識出来た。食育指導という面では、こち
たか。 らからの投げかけで実践的には出来なかった。

・新型コロナウイルス感染防止対策としての取り組みを言
葉、表示等で意識させ、実践していった。

・満３歳児クラスの園児も含め、マスク着用が徹底された。
しかし、「鼻までマスクをする」事はなかなか難しく、都
度の声掛け、今後も引き続き指導が必要と感じる。

・園児自身、感染防止対策を意識して取り組む姿が見られた。
・食事の際、アクリル板（シールド）を使用する事にも慣れ、
配膳等もスムーズになった。

・満３歳児クラスの園児とっては、初めての『給食』だが、
『食べられる物を自分で食べる。』を目標として取り組んだ。

・最初は、ほんの一口ほどしか食べられなかった園児も、今
では、半分は食べられる様になり、完食する園児もいる。

・ジアイーノを上手に活用して、１日の終わりには全教室を
消毒するよう教職員で声を掛け合っている。
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・手洗い、消毒するように子どもたちに声掛けをしている。
・昼食時の“黙職”や、“立ち歩く際にはマスクを付ける”
事を徹底して指導をした。

・教室内に提示することはもちろん、黙食や手洗い消毒など
を当たり前にできるよう意識づけることが出来た。
マスクも児童が意識的にこまめに取り替える様子もうかが
えたので今後も継続する。教室内も触った箇所等の消毒を

今後も徹底する。
・毎日の遊具の消毒、ドアや窓、水道の消毒など、感染症対
策を心がけた。又、チェック表を活用し、消毒箇所の漏れ
がないように行った。

・パーテーションを使用し、黙食、おかわりに行く際には、
マスク着用してから行く等、感染症対策の実践を行った。
食事中に、喋ってしまう児はほとんどいなかった。

・新型コロナウイルスの感染拡大もあり、消毒を含む衛生管
理や、食事の仕方の指導、合わせて食育活動にもより意識
をして望めた様に感じた。今後もより意識し、精進してい
きたい。

・未就園児でも意識出来る様心掛けた。毎回やることで二歳
児でも手洗い消毒を意識して行えていた。

・給食業者からの給食の受け取り、クラス分けの際はアレル
ギーの有無の確認を徹底して事故がおこらないように注意
していました。

・殆どの園児で入園当初よりも、食への関心を深め給食が進
むようになった。手洗い、クローラ水の習慣が身に付いた。

・園内営繕、井戸水用ろ過装置のメンテナンス等、
実施しました。

５ 安全・安心の園内を ・日々過ごす中で、危険箇所に対する目を配り、過ごすよう
めざし、環境整備が ５ ４ ３ ２ １ に努めてきたが、物をあちこちに置いてしまい、通路を塞
出来ていたか。 ぎがちだったり、整理整頓に欠けてしまった。

・新型コロナウイルス感染防止の取り組みとして、細かな『消
毒』を心掛けた。

・公共部分の清掃などは、作業員の方が行って下さる。それ
に甘えず、日頃から、細かな部分の清掃、整理整頓等を行
っていかなくてはと感じる所もある。

・自分で出来る事は行う様に心掛けた。
・行事担当の中で、「掃除指示」の役割になる事が多く、全
教職員に対して指示を出させて頂いた。しかし、実際に行
動するのは、決まった教員だった事が残念。どこまで求め
ていいのか難しいと感じる。

・室内遊びや外遊びをするときに環境設定を再確認するよう
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配慮した。
・園庭で自由遊びをしている際も、遊具の緩みがないか等、
意識した。

・危険箇所を見付けたときは、報告を怠らないよう心掛けた。
・特に行事前は、自分が気付いた所は整理整頓や清掃等する
様心掛けたが、毎日行う事が出来なかったことが反省。

・危険箇所や破損部分などがないか、掃除や消毒の際にこま
めに確認することができた。

・日頃の生活の中で、廊下に落ちているゴミを拾うなど進ん
で行いました。

・月に１度の安全点検を行い、園内・園外ともに異常がない
かを定期的に確認・報告を行った。

・ヒヤリハットを作成し、ケガ防止に努めた。
・今年度クラス活動にて、子どもが怪我をしてしまう事が何
度かあった。私の環境構成に問題があると感じたので、今
後子どもの動きも予想しながら、設定していきたい。

・危険が無いことは勿論、親子共に安心して過ごせる様に心
掛けた。

・職員室は、教職員が気持ち良く仕事ができるように整頓し
ておくことを心掛けていました。

・怪我に繋がらない様、教室の環境を整え活動した。衛生面
を考え消毒、掃除を行った。

・手洗い、消毒を徹底し、キッチンでの清掃や配膳作業も
意識を高く持って行った。

・手の届く範囲での清掃、整頓は行えたが、事務周りにとど
まっていた。

・遊具等の修繕、天然芝の整備等、園児が安全に行動が
できるよう心掛け実施しました。

・園庭の石や木の枝で遊んでしまい怪我に繋がることも。
日頃より、おともだちと一緒にゴミ拾いをし、気を付ける
事を確認するようにした。

６ 園内事故防止の対策 ・ヒヤリハットの用紙などの取り組みを提案して頂き、日々
や交通安全への指導 ５ ４ ３ ２ １ の怪我や事故に対する意識は持っていたが、何か起きた時
・対策に取り組み、 の対応や伝達の統一が十分にされていなかった。
成果が見られたか。 ・園児の怪我に繋がらない様に、物の置き方や教室の環境

設定に気を配った。
・遊ぶ前に「怪我しないように気を付けて遊んでね。」と声
掛けを心掛けた。

・マイナスの言葉で伝えるのではなく、一人ひとりが意識出
来るように「○○には気を付けよう。」という言葉で伝える
よう、心掛けた。

・散歩に出掛ける機会が少なく、実践での「交通安全指導」
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が出来ていない。
・指導、対策に取り組んだことで職員や子ども達の中でも意
識が高まり、成果が見られていると感じる。

・交通安全について、実践する機会が減ったが、引き渡し後
など、「(親と)手を繋いで帰ろうね。」等声を掛けるよう
努めた。

・児童が接触しやすい死角になる場所等は声掛けをしても
日が経つと忘れるケース が多かった。こまめに注意事項
は伝えて安全に過ごせる様 努めていきたい。

・交通安全教室の実施、散歩を通して交通ルールやマナーを
学べる様に保育を行った。

・全体的にケガが多かった。ヒヤリハットを作成した為、今
後の怪我や事故の情報の整理、どんな所で起きているのか
を考察し、発生率を抑えていきたい。

・５番目の項目と同様に、子ども達の過ごし方や正確等も考
慮しながら、今後より検討が必要だと感じた。交通安全の
指導も、遠足や散歩の機会が減少した１年だった為、らい
年度もしっかり指導していきたい。

・災害への訓練などは意識して行えたが、不審者への対応が
個人的にはまだ不十分だった気がする。

・未就園児親子教室等、事務が外に出て受け付けする時には
密にならにような対策をしたり、呼びかけをしていました。

・お散歩、紙芝居、交通安全教室への参加を通して交通安全
の指導を行った。

・階段付近で悪ふざけをする園児たちが目に付き、声がけを
行ったが、あまり聞き入れて貰えていないように感じた。
園児に耳を傾けて貰える声がけを勉強していく。

・園バス内のルール、乗降での声掛けで交通安全に注意し、
事故防止に取り組み、園児のケガ等無く運行できました。

７ 緊急時の災害（火災 ・年間での避難訓練の取り組み、防犯訓練に参加させて頂き、
・地震・不審者侵入） ５ ４ ３ ２ １ 意識が高まった。年度の前半は、地震が続いた事もあり、
を想定した訓練や日 災害が起きた時に、どう動くべきかを考え、行動出来た。
頃の対策に努め、緊 ・担当クラスが始まってからは、計画された訓練がないため、
急災害に十分備えら クラスで話をしたり、防災頭巾を被る取り組みをしたりし
れていたか。 ている。

・３／１１には、『東日本大震災』があった事を伝えた。年
齢的にまだ理解出来ないかもしれないが、少しでも意識出
来ればと思い、伝えた。

・不審者侵入対策に関しては、「防犯訓練」に参加させて頂
き、学んだ事を基本に、日々、意識している。

・園庭遊び時等は、車や人が通るのを気を付けて見る様にして
いる。
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・想定した訓練を行い反省点をまとめ、より良い対策が出来
る様に努めた。

・園庭での遊びの際、園外にも目を向けて、声を掛ける様意
識をした。実際、園に向けてスマートフォンを向ける等、
不審な動きのある人もいたので、今後も継続して行って行
きたい。

・火災、地震は児童も含め行ったが、その他のケースに関し
ては行う事が出来なかった。（不審者など）
起こるかもしれないことを想定して実践していきたい。

・訓練の時を本番と思い、頭で色々起こりうることを想定し
て参加しました。

・日頃の避難訓練や、避難経路の確認を行った。
・在園児にプラスして星組やほしのキッズさんがいる時間に
も避難訓練を行った。

・朝の時間帯や、帰り際など、シチュエーションを変えて、
今後も実践していきたい。

・緊急時・災害時を想定した訓練には、クラスの子ども達は
とても真剣に取り組み、練習を重ねてくる事が出来た様に
感じた。避難する時の体制や姿勢も子ども達はよく覚えて
いて、日常生活の中で思い出しながら過ごす様子も見られ
た。

・実際に避難訓練の際に消防への通報を行い、落ち着いて避
難誘導を行うことの大切さを学びました。

・防災頭巾の被り方、避難時の注意点を園児に伝え、避難訓
練に参加した。日頃から避難経路を考え、扉前に物を置か
ない等の意識をした。

・避難訓練などに参加する機会が無かったが、災害に備えら
れるように今後は意識を高く持ちたい。

・年間の災害訓練に参加し、園児の安全誘導、自身の役割を
理解し備えました。

・預かり保育の時間でも避難訓練をし、状況が変わっても避
難がスムーズに行える様取り組んだ。

８ 支援を要する園児へ ・どんな事が苦手で、困っているかに気付き、その場に応じ
の適切な支援・協力 ５ ４ ３ ２ １ た手助けや家庭への様子の伝達、共有、移行支援への促し
がなされていたか。 等を行ってきた。

・担任だけでなく、各クラスの担任と共に、情報を共有し、
指導してきた。

・支援が必要な園児の情報を連携できるよう全職員が目を通
す場所に情報を提示していた。

・日々の様子や、園で感じる課題を保護者に伝えても中々理
解して貰えなかった。児のために必要な支援を受けられる
よう、根気よく児の様子を伝えていきたい。
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・環境設定や、表示を掲示して目で情報が入る様にした。そ
れでも難しい場合は、個別での声掛けや１：１対応を行っ
た。課題が多い児もいるが、少しずつ出来る様になった事
が増えていった。

・訪問巡回で見て頂き、状況や、課題の確認やアドバイスを
受けた。

・個別の支援計画を制作し、支援を要する児の現状・課題を
明確化し、今後の支援に繋げていった。

・保護者の方と連絡を取りながら行ったが、週一回のひよこ
教室では難しい事も多かった。

・支援教室に通う園児の送り出し、迎え入れがスムーズにで
きました。

・担任クラス内に支援が決まっている園児はいないが、今後
どのような発達を辿りそうか見守った。また、保護者へ実
態を伝えた。

９ 各自が、校務分担を ５ ４ ３ ２ １ ・自分自身の校務分担を幾度も確認し、他職員の担当も意識
認識し、園運営の向 させ遂行できるようにしてきた。特に、行事のでの提案指
上に努めたか。 導では、提案担当にも知らせ役割を果たせるようにした。

・年間の行事担当への意識に気持ちが偏り過ぎてしまい、校
務分担は理解しているが、十分に役割が果たせていなかっ
た。

・自分の担当は把握していたつもりだが、こまかい部分で確
認不足があった。一緒の担当の先生と連携を取っていきた
い。

・担当を把握していたつもりだが、出来なかった部分があっ
たので他の職員と連携していきたい。

・公務分担の【掲示】に付いては、零円以上に意識して取り
組むよう心掛けた。

・把握は出来ていたが、中々行動に移せなかったことが反省
点だった。細かい部分までの確認をしっかりと行う。

・事務としてすべきだと思うことをやってきました。
・自分で気付いた所は、行った。他の先生方が指摘して下さ
った事も多かった（自分が気付けない所を教えて下さった）
為、連携がとれていたかと思う。

・私自身が校務分担を十分に行えなかった為、今後は周囲の
様子も見ながら、精進していきたい。

・自分の校務分担は理解していたが積極的には行えていなか
った。

・校務分担の表は確認していたが、理解が不十分だったと思
う。保健用品については学期末毎に確認した。

・校務分担を認識し、園バス運行、園内営繕、動物飼育等、
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園運営向上に努めました。

10 各自のスキルアップ ・２年継続の研修に参加させて頂き、学ばせて頂いているが、
に向けて、積極的に ５ ４ ３ ２ １ それが、園内で活かされているかというと、活かせていな
研修・研鑽に努めた い点が大きな反省です。
か。 ・研修に参加させて頂いたり、研修に参加された先生方の資

料を読ませて頂いたりして、学んだ事を日々の取り組みに
活かすよう心掛けた。

・新聞や本なども読むようにしている。
・研修に参加した職員のレポートをみて学びに繋がる様に自
身でメモをとった。

・研修への参加、、様々な研修に参加されている教師から、
研修報告を受けた事で園児理解を深める事が出来、日常の
保育に活かす事が出来た。

・推進委員会やスキルアップ研修等、積極的に様々な研修に
参加する事が出来た。

・今年度実施された研修で参加の出来るものには、出来る限
り参加できた様に感じている。１学期は申込が上手くいか
ずにいつくかの研修が不参加になってしまった為、要項を
確認しながら、積極的に参加したい。

・自宅でも受けられる研修を積極的に受けるように心掛け
た。

・参加が可能な研修を選ばせて頂いたが、積極的とは言えな
いと思う。

・毎日その日に学んだ仕事を覚えるのに必死で、自己研鑽が
足りていなかった。

・園バス運行管理者講習会の研修をしていただきました。
しかし、積極的な行動ではなかったので、次回からの
行動を改善します。

11 本園の教育活動を知 ・出来るだけ、伝わる写真を選んで、日々の様子を更新する
らせるＨＰの更新や ５ ４ ３ ２ １ 事を意識してきた。便りや電話での連絡、帰りの伝達でも、
園だより、電話連絡 具体的な様子、成長を伝える様にした。
等を積極的に行い、 ・クラスの様子を知らせる HP の写真館は毎日更新した。
保護者との連携がで ・満３歳児クラスなので、なるべく多くの写真を載せ、様子
きたか。 を伝えられるようにした。

・保護者の方から、「HP の写真館、ありがとうございます。
様子がよくわかります。」と、お声を頂いた。

・「満３歳クラスなので、写真を多めにしています。」と補
足をしている。

・チラシを近所のポストに入れて教育活動が知られるように
努めた。

・感染症の影響で、保護者が園内に入る機会がなかった為、
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児の様子を伝えるよう心掛けた。
・後回しにする事なく、伝える時にはその都度連絡するよう
にし、忘れることなく出来たと思います。

・日々のブログは欠かさずにアップ出来る様にした。
・バス登園の家庭や休みが続いた家庭には、電話連絡を入れ、
様子を伺ったり、幼稚園での様子をお伝えした。

・伝え方が難しく、クレームになってしまった事があったの
で、言葉遣いにはより一層、気をつけていきたい。

・私自身、電話連絡が不十分になってしまう部分もあり、連
携が上手くいったとは言えないと感じた。学年・クラス便
りは先生方にご指導を頂きながら、伝えられたら良いと感
じた内容を発信出来たと感じている。・日々のブログの中

で要すが伝わる様に心掛けたが、電話連 絡等は特別な様が
ないと難しかった。
・クラス活動を伝えるブログの更新は、可能な限り毎日行っ
た。必要に応じて、電話連絡を行った。

・電話連絡を積極的に行い、保護者と職員との伝達がスムー
ズに運ぶよう励んだ。

12 保護者との連携を図 ・支援が必要な児の家庭へは、こまめに連絡を取るようにし
る為の連絡・交流・ ５ ４ ３ ２ １ ていたが、その他の児の家庭にプラスαで何か出来たかと
相談等に努めていた いうと、足りなかったと感じる。
か。 ・「教育相談」という場だけでなく、日々のお迎えや電話連

絡で話しをするよう心掛けた。
・手紙で質問等があった場合は、すぐに確認し返事をする事
を心掛けた。

・細かい部分も連携が取れていたと感じる。
・児の成長、個人の課題について保護者の方にお伝えするよ
う努めた。

・とにかく相手の話を聞くことを意識して行った。対応等も
なるべく早めにを心掛けた。

・保護者と園との間で、日頃から連絡を取れていたと思う。
・教育相談の際には、移行支援や現在の課題について状況を
話し、共有・相談する事が出来た。

・お迎えの児が多かった為、事前に話す事をメモにまとめ、
様子を伝える様にした。

・内容の良し悪しは不明だが、何度か保護者の方からの（今
後に関する）相談・連絡について、積極的に対応は出来た
と感じている。保護者の満足度を上げていける様に精進し
ていきたい。

・自分の担当のクラスだけではなく出来るだけ声を掛けるよ
うには心掛けた。

・保護者からの問い合わせに対しスムーズにお答えし、不明
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な点は周りの先生方に確認して明確にしてからお答えする
ことで保護者の方に安心して頂ける様に努力しました。

・伝えるべき出来事や園児の嬉しい変化は、努めて伝えた。
また、相談には真志に向き合い答えた。

・まだ園内でのシステムを把握しきれず、保護者からの相談
を担任の先生に回しがちになっていた。

13 園情報を地域の方に ・提案頂いたポスティングは、出来る範囲で配る様に努めた。
伝え、本園の広報や ５ ４ ３ ２ １ 又、園のホームページに、お知らせと共に、園の様子や保
理解を得られたか。 護者からの声を載せる新たな試みも行ってみた。ポスティ

ングを継続できなかった事、勤務時間後だけでは無く、休
園中も取り組めたのでは無いかと反省。また、なかなかチ
ラシ配りの数が少なかった職員もいた。やりがいを持って
同じ方向に職員が気持ちを一つになるように務めたい。

・ＬＩＮＥの運営を行い、園庭開放、未就園児親子教室、説
明会等、周知が出来る様にした。行われる前日もしくは２
日前には、必ず通知出来る様にした。

・LINE での発信を始められた事は、大きな事だと思う。LINE
担当の先生に負担がいってしまっている事は申し訳ない。

・チーム別に取り組む際、自分からは発信できていない。同
じ担当者から相談を受け、アイディアを出したり、作成し
たりするといった動きになってしまっている。自分発信で
動けるようにしていきたい。

・駐輪場や南門にある掲示版に期間外の掲示がないよう努め
たが、園の様子が分かるような、プラスα掲示が出来ない
か、今後も検討し、実践していきたい。

・今年度は、勤務の帰り、もしくは前にポスティングも行い、
周知が出来る様に心掛けた。

・ポスティングは勿論、公民館への声掛け等も進んで行えた。
さらに開拓できるよう努めたい。

・今後より、チラシ配り等を頑張っていきたいと感じた。保
護者の方の話を聞いていると、広報活動の大切さを実感し
た。

・乳幼児検診等で情報を知って頂けるよう子育て支援課に連
絡したりしたがこれからも必要だと感じる。

・グレイスさんに園のチラシをレジ前の目立つ場所に置かせ
て頂いています。

・中央病院の方 園のお友だちからのありがとう。ポスター
を大変喜んで下さいました。

・園バスに園児募集や説明会のポスターを掲示しました。
次回からは定期的な貼り替えを積極的に行動します。


